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インドシナの鉱物資源(2)

ベトナム北部の工業原料鉱物資源(その1)

神谷雅晴1㌧須藤定久2)

r｡はじめに

ベトナム北部は,南中国地塊とインドシナ地塊との

境界部にあたっており,その複雑な地史を反映して,

先カンブリア紀から第四紀まで,様々な時代に種々

の鉱床が形成されてきた.インドシナ地域において

は最も多彩な鉱物資源に恵まれた地域である.

これらの中で期待される資源は石炭,カオリン,ろ

う石,ボｰキサイト,燐灰石,クロム,重晶石などであ

ろう.

本報ではまず各地のカオリンとろう石について紹

介する(第1図).

2､カオリン資源

この地域のカオリン資源としては3つの鉱床地帯,

つまり“ソンコイ川流域"の風化型カオリン鉱床,“ハ

イフォン地区"の風化型および堆積型カオリン鉱床,

“クワンニン地区"の熱水性カオリン･パイロフィライ

ト鉱床(ろう石鉱床),が知られている(第1図).

2.て､ソンコイ川流域の風化型カオリン鉱床

この地域はソンコイ川に沿う大構造帯中にある.

この地域には,先カンブリア紀の片麻岩や花商岩な

どからなる古い地塊が露出し,花商岩やミグマタイ

ト,ペグマタイトなどの珪長質岩石は風化作用を受

けてカオリン化し,随所に風化型カオリン鉱床を形

成している.

ラオカイ(LaoCai),イエンバイ(YenBai),タクコ

アン(ThachKhoan),テインチュン(DinhTyung)

など多くの鉱床が探査されている.この地域のカオ

リンは白色度が高く,晶質が安定しているのが特徴
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第1図ベトナム北部のカオリン資源の分布.

A:ソンコイ川流域の風化型カオリン(主要鉱床

は1:ラオカイ,2:イエンバイ,3:ゴカイ,4:タ

クコアン,5:ヌイホン,6:ディントラン)B:ハイ

フォン地区の堆積型カオリン(7:トラッタトン,

8:ミンタン).C1クワンニン地区のろう石(熱水

性カオリン,9:タンマイ,10:キムティン)

である.特にペグマタイト中の長石塊が風化したも

のは純度が極めて高いものが多い.一般的なカオリ

ンの化学組成は,A120328～32%,Fe2030.4～1.2%,

Ti020～0.35%である.

タクコアン(ThachKhoan)鉱床:ハノイの北西65km

の,ヴィン･フｰ省ダンソン及びタンスイ地区にあるタ

クコワン鉱床は,この形式の代表的鉱床である.こ

の鉱床は,ハノイの西方約40kmのソンコイ川とダｰ

川(DaRiver)との合流点の南西側に位置している.

この地域には原生代の雲母片岩･珪岩･結晶質石

灰岩および角閃石片岩が広く露出している.これら

変成岩類の構造と調和的に多数のペグマタイト岩脈
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第3図フｰカン鉱山の露天採掘場.全般に,酸化鉄に

より広く汚染されている.中央下部の白色部で

は汚染もなく,最上質のカオリン鉱が採掘され

ている.

凶｣ペグマタイ/之

第2図タクコアン付近のペグマタイトの分布

が貫入し,現在までに245本の脈が確認されている

(第2図).ペグマタイトの形状や規模はきわめて変化

に富み,さまざまである.最大の脈は北西一南東方

向で延長約800m,幅6-7mの規模を持っている.

これらのペグマタイト脈は地表から30m程の深さま

で風化されカオリン鉱床となっている.

1943～1945年にペグマタイト中にベリルが発見さ

れたことから,1958年以降探査が進められ,長石･

雲母の鉱床として開発されるようになった.

フｰカン(トlukhanh)鉱山:タクコアン地区の鉱床

の中で,最も有望な鉱床の1つがフｰカン鉱山のも

のである.ここでは現在,240名の従業員によって露

天採掘が行われている(第3図).

ペグマタイトは地表付近では強い風化作用を受け,

長石類は完全にカオリン化している(第4図).風化作

用はこの地区では一般に20～30m,断層破砕帯な

どでは80m以上に及ぶといわれている.それより深

いところでは長石が残留するようになる.したがっ

て,露天採掘が進めば長石もカオリンとともにこの鉱

山の主要な産物となる.

この鉱山における良質のカオリン鉱は長石塊が風

化した酸化鉄による汚染の少ない部分で,純白,軟

質,脆弱である(第5図).しかし,鉱石は多かれ少な

かれ酸化鉄による汚染を受けているので,採掘切羽

付近において鉱石の選別が行われている｡ちなみ

第4図カオリン化したペグマタイト.原生代の角閃片岩

(左)とペグマタイト(右)の接触部.ペグマタイ

トは酸化鉄に汚染されているものの風化により

完全にカオリン化されている.

に,平均的なカオリン鉱石の化学組成は以下に示す

通りである.

A工20327～33%CaO<O.7%

SiOg47～57%Na.OO.4～2%

Fe203<1.0%K201～2%

����������

�似�㌥

(分析:ベトナム地質調査所)

フｰカン鉱山では1990年以降,カオリシ鉱石を

7,000～8,000t/年のぺ一スで,主に付近の陶磁器工

場へ供給し,長石もガラス･ゆう薬原料に5,000～

6,000t/年の生産を続けている.

カオリンの埋蔵鉱量は総計820万トンであり,その
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策5図フｰガンカオリンの試験デｰタ.熱分析による

TG.一D.T.A.パタｰンとX線回折パタｰンを示し

た.どちらも,純度の高いカオリンであることを

示している.鉱物名はKa1カオリン,Se:白雲

母.

うち比較的鉄分の少ないカオリン鉱石(Fe2031.5%

以下)の確定埋蔵鉱量は320万トンといわれる.

2-2.ハイフォン地区のカオリン資源

この地区はソンコイ川に沿う構造帯の北東側にあ

り,申･古生層からなる丘陵と北ベトナム平原の境界

部にある.この地区の三畳系中に発達する炭田から

産する高品位の原料炭は“ホンゲイ炭"として古くか

ら有名である.

この地区には2つの型のカオリン鉱床が知られて

いる.その1つは,風化型カオリン鉱床である.中･

古生層中には酸性火山岩類が伴われており,その地

表部が風化されて,カオリン鉱床となっている.あま

り高品位の鉱石ではないが,鉱量が4,500万トンと豊

富であり,ベトナム北部の陶磁器工場へ供給されて

いる.

もう1つの方は第四紀の堆積型カオリン鉱床で,丘

陵の麓に分布している.鉱量は800万トンと多くはな

いが,可塑性が強いのが特徴である.トルック･ソン

鉱床が代表例で,鉱石の一般的品位は,次のとおり

である.

3.グワン｡ニン地区のろう石資源

ベトナム北東端部のグワン･ニン省には,三畳系を

覆ってジュラ紀～白亜紀の火山岩類とこれらを貫く

花商岩が発達している.この地区の鉱床はこの火山

岩類に伴う熱水性交代鉱床で,日本で言う“ろう石"

型の鉱床である.日本の西南日本のろう石鉱床帯の

延長は韓半島南端部をかすめ,中国折江省･福建省

へと延びている.さらに,その先端が,ここベトナム

ヘと延びているわけである(第6図).

タンマイ鉱山への旅:この地区を代表する鉱床がタ

ンマイ鉱床である.タンマイ鉱床へはハノイからモン

カイ市経由で約400kmの道のりである.ハノイから
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第6図東アジアのろう石鉱床区(須藤ほか(1988)に

一部加筆).
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第7図国境の町･モンカイ市.山の向こうは中国広西第8図

壮族自治区.国道筋は多くの人々や中国からの

物資を積んだトラックやバスの往来でにぎわっ

ている.

タンマイ鉱山遠景.山の中腹に白くくっきりと見

えるのがタンマイ鉱山の露天採掘場である.

モンカイ市(第7図)までは国道が通じてはいるもの

の,道路や橋の整備が遅れており,渡河フェリｰを2

度乗り継ぎ,整備不良の舗装道路や砂利道を走る.

380kmの道程に11時間以上も費やした.モンカイ市

で国道からはずれると路面はさらに悪くなり,山元ま

でのたかだか12kmに1時間以上もかかる始末であ

った.すぐ近くに鉱山の露天採掘場が見えても(第8

図),切羽にたどり着くまでおおいに難渋した.

タンマイ鉱床の地形と地質1鉱山付近は標高100～

850mの丘陵～高原からなり,1974年にろう石が発見

されたことから,詳しい調査が1980年から1985年に

かけておこなわれ,7つの鉱床が確認された.タンマ

イ鉱床はその鉱床群の北東端にあり,ベトナム地質

調査所によって最初に開発された鉱床であり,すで

にこの鉱床のろう石は近くのバコイ港から日本へ輸

出されている.

タンマイ(TanMai)鉱床の他にボｰリング探査が

計画されているチュクバイソン(TrucBaiSon)およ

びピノ(Pinho)鉱床などが花商岩体の南東側に位置

し,北東一南西方向に配列している(第9,10図).

タンマイ鉱床の産状1タンマイ鉱床は走向が北東一

南西で,南東側へ傾斜した(20㌧60.S)流紋岩～デ

イサイト質凝灰岩類が断層沿いに熱水変質作用を受

けて形成されたものと言われている.鉱床はレンズ

状で長さ800m,幅20～270m,北東一南西方向の断

層沿いに伸長している.北東部では南西方向に傾斜

し､南西部では北西によじれている.ボｰリングによ

れば深さ最大120mである.

鉱床の断面は第9図に示したように,熱水変質帯

の中心にはダイアスポア帯,パイロフィライト帯(P帯

と略述,以下同様)およびカオリン帯(K帯)を生じ,

上部には明ばん石一石英岩(A帯)があり,それらを

つつむように珪化帯,絹雲母一線泥石帯が発達す

る.

第11図はタンマイ鉱山の現在採掘申の中段露天

切羽であり,鉱化帯の下部(写真の左側)から上盤側

に向かってパイロフィライト(一石英)帯,カオリン帯,

珪化帯,カオリン帯,パイロフィライト(一石英)帯,明

ばん石一石英帯,珪化帯と配列し,珪化帯は概して

鉱化帯の上部で拡大する傾向を示す｡

このような鉱化帯の産状は西南日本内帯や中国

華南における自亜紀のパイロフィライトを主とするろ

う石鉱化帯の産状(例えば,須藤ほか,1988;松本,

1985)と類似してる.

ベトナムろう石1鉱石は手選によりパイロフィライト

鉱(P鉱),カオリン鉱(K鉱),明ばん石鉱(A鉱)に区

分され,パイロフィライト鉱はさらに3種類(純粋P鉱,

T1鉱,T2鉱)に選別される.

純粋P鉱は細粒･塊状･軟質で,帯緑色.鉱物組

成はパイロフィライト純度95%以上(第1表).

T1鉱は軟質･塊状･瑳色でカオリン脈を伴う.鉱

物組成はパイロフィライト･カオリン･ダイアスポア･セ

リサイト･石英からなる.

T2鉱は硬質･塊状･破断面は鋭い.鉱物組成は

地質ニュｰス503号�
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第9図クワンニン地区のろう石鉱床.TranXuanToan(1988)を簡略化.地質図と鉱床

の模式断面図(タンマイ鉱床)を示した.a:花商岩,b:流紋岩質凝灰岩類など,c:タ

ンマイ累層､d:ソンベイムｰナグワット累層,e:バコイ累層.f:ろう石鉱床(パイロフ

ィライト十カオリン十明ばん石型),g:ろう石鉱床(パイロフィライト十セリサイト型),

未開発鉱床は,1:チュクバイソン,2:ピノ,3:ランロム,4:ビンリュウ,5:バンロン,6:

チェファ.

第10図

チュクバイソン鉱床.タンマイ鉱山の露天採掘

場からの遠望.鉱床は中央のピｰク付近にあ

り,ポｰリング調査が計画されている.

T1鉱と同じだが,石英分が25%以上と高い.

カオリン鉱は細粒･塊状･軟質で,帯緑灰色.鉱物

組成は殆どカオリンからなり,ときにダイアスポアや

石英を混じえる(第1表).

明ばん石鉱は象牙色出自芭,綴密で破断面はや

や粗い.明ばん石40～70%で残りは石英,カオリン,

パイロフィライトで,局所的には明ばん石95%に達す

る.

やっかい物一明ばん宿1タンマイ鉱床では黄鉄鉱や

赤鉄鉱による鉱石の汚染は比較的少ないが,鉱体の

上盤側にはしばしば明ばん石を多量生じている(第

12図).明ばん石は白色ときに灰白あるいは淡いピ

1996年7月号

第11図

タンマイ鉱山の露天採掘場.最良質の鉱石を

産出する切り羽.2台のトラックにこぶし～人頭

大の塊鉱が手積みされる.

シク色を帯び,概して表面が粗く,ザラザラしており,

吸水性があることから,おおむね肉眼で選別可能で

あるが,識別が困難な場合もある.

最近,日本でもベトナムからの輸入鉱石中に明ば

ん石が混入していることがあり問題となっています

(第13図).一般に“ろう石"は低アルカリ原料として

利用されるので,アルカリ分の高い“明ば々石"が混

入すると,低アルカリという特質が失われ,商品価値

は台無しになってしまいます.“明ばん石"の混入を

避けるには,X線回折試験装置などを導入し,採掘

切羽での晶質管理を十分に行うことが重要でしょう.

山元の切羽において手選された鉱石は,24km離�
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第1表ベトナム産ろう石の化学組成､鉱;百は,

Chemex社に依頼して分析した.粘土ノル

ム鉱物組成は五十嵐(1984)の方法で算出

した.ノルム鉱物の略称は､Q=石英,ab:曹

長宿,kalカオリン,selセリサイト,mo1モ

ンモリロナイト,pp:パイロフィライト,1i:

褐鉄鉱,ru=ルチル,ap:アパタイト,ot=そ

の他の鉱物.

��[化学組成コ[粘土ノルム鉱物組成]��

試料�V-3�V-4試料�V-3�V-4

構成鉱物�㎏�PP鉱物�Se,m0,CC�PP,se,mo

卩���㌶���儉�����

�������慢��㈸

A屹03�38,04�27.47ka�95.04�

亙e203�O.07�O.11se�0.51�O.34

Mg0�O.12�O.11㎜o�1.41�1.30

�〉�����倉���

Na20��0,091i�O.08�O.】2

㎜�0.06�O.04ru�O,41�O.57

冊05�O.20�O-13ap�O.32�0.23

��体�����㈸潴����㌲

To制�98.93�99.65Tota1�98.99�99.65

明ばん石の産状.左側へ傾斜した酸性凝灰岩

が熱水変質を受けて,明ばん石一石英岩とな

っている.
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タンマイろう石の試験デｰタ.熟分析による

TG.一D.TAパタｰンとX線粉末回折パタｰン

を示した.日本へ輸入されたタンマイろう石か

ら採取した試料.混入した明ばん石鉱(上)と

高品位なカオリン鉱(下).鉱物名はPp:パイロ

フィライト,Ka:カオリン,刈:明ばん石,Q:石英,

Di:ダイアスポア

万トン,推定鉱量1,633万トン,明ばん石鉱は140万ト

ン(TranXuanToan,1988)といわれている.

れたホコイ(HoCoi)にある鉱山の開発事務所までト

ラック輸送し,さらに選別を行って晶質別に貯鉱･出

荷されている.

カオリン,パイロフィライト,明ばん石は,陶磁器,

耐火物,紙,ゴム,塗料に利用され,カオリン,パイ

ロフィライトは彫刻用にも利用されている.1994年現

在の年間生産量はカオリン鉱約2,000トン,パイロフ

ィライト鉱約7,000トンで,その大半は日本向けであ

る.

埋蔵量は4,514万トン(K,P鉱),確定鉱量は2,881

4.おわりに

ベトナム北部で期待される工業原料鉱物資源のう

ち,まずカオリン･ろう石資源について紹介した.

次報においては,燐灰石,ボｰキサイト(ばん土頁

岩)鉱床,クロム鉱床,重晶石鉱床について紹介す

る.
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一口メモ

南部はナンポ,

ベトナム語

ベトナム人地質屋仲間の会話で,｢ナンポ｣という

言葉が聞こ差た.意味は関西弁の｢いくら?｣ではな

く,ベトナム南部を意味するとのこと.多少の言㈹を

考えれば,日本語の｢南部｣と一致する.ベトナム語

には日本語に類似した単語(漢字の音読)が少なく

ないようだ.

その昔,日本･ベトナム両国は幾度も中国の言葉

を輸入した.主なルｰツは,ともに,中国南東部あた

りであったかも知れない.これらの輸入語はその後,

中国本家の言葉と比べると,ゆっくり変化したらしい.

中国で既に｢化石｣となった古典的単語が,日本･ベ

トナムでは共通の言葉として今も使われているのか

も知れない.

現代ベトナム語(クォクグｰ=国語)は,ロｰマ字

(アルファベット22文字で,F,J,W,Zを欠く)を基本

とした表記文字を用いる.K一は力行,Gh一はガ行,

X一はサ行,Gi一,D一,R一はザ行,Th一はタ行,Tr一は

チャ行として発音される.声調は6種類(6声調)あり,

アルファベットの母音の上や下に記号をつけ区別す

る.以下に,日本語に類似したベトナム単語の一部

を中国語とともに示す(声調の記号は省略).

(平野英雄)

源字

一般国家

国語

雑誌

地理北部

中部

蘭部

川

湾

地質炭田

化石

動物

植物

風化

水銀

石英

鉱山

砂鉱

砂

ベトナム語

Qu㏄gia

Qu㏄㎎u

�灣�

腕｡b0

Tm㎎bo

胞㎜bo

So㎎

噩�

(クォック･シャ)

(クォック･グｰ･)

(タッ･チｰ)

(パック･ホ)

(チュン･ボ)

(ナム･ポ)

(ソン)

(ヴイン)

Thanda(夕一ン･ダ)

脳｡athach(ハ}･タｰチ)

DOngVat〈ドｰン･ヴァツ)

Thucvat(ツｰク･ヴァツ)

炉hOnghoa(フォン･ハｰ)

Thuyngan(ツｰイ･グァン)

肺achanh(タｰチ･アン)

KhOangSan(ゴｰア･サン)

駒㎞oa㎎(サ･コｰン)

晦t(カッ)

中国語

��楡

���

�獨椀

�楢�

Zho㎎bu

���

Chua㎎

晦n

闘eitian

���椀

此㎎削

�楷�

E㎝9hua

�畩��

sh工yi㎎

監uangshan

�慫�湧

�愀

日本語

(音読)

歯�愀

k0㎞gO

�卓�

���

捨畢�

m細bu

��

双an

���

歡�歩

摯�瑳�

獨�畢畴獵

桵歡

卵�楮

�歩�

kOZ㎜

卡�

卡��
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